


















Discovering the Socially Vulnerable and Incapable Left Behind in Communities:
History of a Case Showing How Aging Issues Became Dominant in Urban Buraku
YANO Ryo
（Graduate School of Core Ethics and Frontier Sciences, Ritsumeikan University）
This paper aims to confirm the following three points about Sumiyoshi Ward, Osaka in the mid-
1960s: （1）The infant mortality rate and elderly population were major issues related to poverty,
（2）the residents responded to these issues by starting a social movement calling for policies 
allowing themselves greater autonomy, and（3）such autonomous involvement, which started 
with the residents’ social support efforts, eventually became integrated into social welfare policy.  
This paper examines the report “The Population and Families of Urban Buraku: A Study on the 
Official Family Registry of Sumiyoshi District, Osaka City,” which was initiated by the leaders of 
the buraku liberation movement in 1964.  A detailed study of the report using a sociological 
approach finds significance that the report [1] set the residents’ own criterion to measure the 
effects of future Dowa（antidiscrimination）policies, [2] owns discourse effect accordingly, 
encouraging the self-awareness of the residents by pointing out their lack of legal consciousness, 
and [3] found that the major issue was the unbalanced population structure which consisted of a 
high percentage of socially vulnerable infants and elderly people who were left behind in 
Sumiyoshi and there were not enough young people who would ordinarily support the district.  
The overarching conclusion of the report was that the issues confronting Sumiyoshi Ward should 
be solved through greater autonomy for the district’s residents.










































































































「第 11 表（2）夫と妻の婚姻年令（明治 33 年～大
13 年）」，「第 11 表（3）夫と妻の婚姻年令（大 14
年～昭 24 年）」，「第 11 表（4）夫と妻の婚姻年令（昭
25 年～昭 38．8）」，「第 12 表 夫と妻の年令差」，「第
13 表 婚姻年度別，形態別，現住，非現住別同和
婚事例数」が表として示されている。「3　「家」」
では「第 14 表 戸籍上の地位別，性別，人口（明
治 5年）」，「第 15 表 世代数別家族形態別戸数（明
治 5年）」，「第 16 表 性別，年令別，人口数（明治
5年）」，「第 17 表 職業別戸数（明治 5年）」，「第
18 表 家，屋敷などの所有率（明治 5年）」，「第 19
表 所有田畑面積別戸数（明治 5年）」，「第 20 表 
年度別，戸籍上の「家」の増減」，「第 21 表 出し
ている分家数別原住（明 5 在村）家数」，「第 22
表 分家年別戸主（親）との続柄別戸数」，「第 23
表 分家年別分家戸主の分家年令別分家数」，「第
24 表 本・分家・来住家別，現在の状況」，「第 25
表 現住する家の戸籍上の地位」を表作成している。
「4　社会圏―通婚と社会移動の範囲―」では
























































































1872（明治 5）年には男性 148 名，女性 159 名，
計 307 名であった地区人口が，1915（大正 4）
年には男性 383 名，女性 422 名，計 805 名となり，
2.8 倍近くに膨れ上がった。更には，昭和 38 年


























年平均 50（人口 1,000 に対し）前後という高い出生
率を示している。とくに明治 28 年～ 42 年ごろまで
の出生率が高く，28 ～ 32 年の 58.2 をはじめ，33 ～
37 年が 54.6，38 ～ 42 年が 54.2，となっているし，
7） 同報告書（同和問題研究室，1964：7―8）によれ
ば「第4表により，人口増加の原因が明らかとなる。








大正に入っても 9～ 13 年では 55.9 という高率を示
している。昭和 10 年以後 24 年までは，30 台とや
や低くなり，25 年からは，漸く 20 台ないし 10 台







人口 1,000 に対して 31 ～ 41，昭和中期で 29 ～ 31，
戦後は終戦直後の32～34から，最近は19であるが，
住吉地区の場合，明治，大正年間には全国平均を




4 4 4 4
の傾向があっ
たことを推測せしめる（たとえば，明治 18 ～ 22 年
では，出生率 42.8 に対し，死亡率が 39.6 となって
いる）。全国平均の死亡率は，大正時代で 22，昭和





























てのみいえば，明治 23 ～ 32 年に 13 ～ 18（人口 1,000
に対し），大正 9～ 13 年に 13.7，昭和 15 ～ 19 年に























実数 率 実数 率
明 5～ 7 4 40 6 6.1
8 ～ 12 7 39 17 9.4
13 ～ 17 26 12.7 ― ―
18 ～ 22 10 4.5 18 8.2
23 ～ 27 29 12.6 19 8.2
28 ～ 32 49 18.3 36 13.7
33 ～ 37 17 5.6 25 8.3
38 ～ 42 31 9.1 32 9.4
43 ～大 3 25 6.4 17 4.5
大 4 ～ 8 34 8.2 39 9.4
9 ～ 13 63 13.7 42 9.1
14 ～昭 4 46 9.1 77 15.2
昭 5 ～ 9 47 8.7 56 10.4
10 ～ 14 54 9.5 99 17.5
15 ～ 19 150 24.9 136 22.6
20 ～ 24 68 10.5 59 9.1
25 ～ 29 58 8.6 82 11.9
30 ～ 34 82 11.5 101 14.2
35 ～ 38.8 120 16.2 85 11.5


























まれた者 3,023 人中，1才未満で死亡したものは 629
名（20.8％）に達している。時期によってかなり差
があるが，もっとも乳児死亡率の高かったのは，大
正 4～ 8年でその期間に生まれた者の，実に 35.0％
がわずか 1才未満で死亡しているのをはじめ，大正
14 ～昭和 4 年（30.4％），大正 9 ～ 13 年（29.5％），







明 5～ 7 45 ― ―
8～ 12 96 11 11.5
13 ～ 17 80 11 13.8
18 ～ 22 94 21 22.3
23 ～ 27 115 25 21.7
28 ～ 32 153 43 28.1
33 ～ 37 165 40 24.2
38 ～ 42 184 54 29.3
43 ～大 3 178 49 27.5
大 4 ～ 8 214 75 35.0
9 ～ 13 258 76 29.5
14 ～昭 4 240 73 30.4
昭 5 ～ 9 223 50 22.4
10 ～ 14 203 34 16.7
15 ～ 19 203 17 8.4
20 ～ 24 217 32 14.7
25 ～ 29 149 13 8.7
30 ～ 34 122 5 4.1
35 ～ 38.8 84 ― ―




























































25 年～ 38.8 年」における乳児死亡率は「19.5％」
であるが，他方，あえて非生産年齢人口として「50
～ 59 才」（16.1％）までも含めて「高齢者」数




















明 5～32 52.0（183 4.3（15 7.1（25 9.7（34 5.4（19 4.5（16 9.1（32 8.0（28 100.0（352
明 33～大 13 66.4（395 4.7（28 6.1（36 4.2（25 6.4（38 4.0（24 5.4（32 2.9（17 100.0（595
大 14～昭 24 49.2（327 5.0（33 9.9（66 6.9（46 9.2（61 8.3（55 7.5（50 4.1（27 100.0（665
昭 25～38．8 19.5（33 7.1（12 8.3（14 7.1（12 8.9（15 16.1（27 15.5（26 17.3（29 100.0（168




































出生 100 に対する死亡率は東京府 16.8 に対して
大阪府は 22.4 という数を示し，ほぼ 4分の 1多
い数をしめている。」（大阪市民生局，1964）







































































































































































































































































































































































































































25）年～ 1963（昭和 38）年 8月までの年齢別人
口構成をみると，「昭和 25 年～ 38.8 年」におけ
る乳児死亡率は「19.5％」であるが，他方，あ
えて非生産年齢人口として「50 ～ 59 才」（16.1％）
までも含めて「高齢者」数をみてみると，「60
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